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地球環境時代における教育小委員会　第１回議事録
■日時：平成21年　５月　22日（金）　17:25～19:00
■場所：建築会館　305会議室
■出席者：宿谷昌則（東京都市大学）、菅原正則（宮城教育大学）、高橋達（東海大学）、
　　　　　大森栄佳（NPO環境持続建築）、鈴木信恵（東京都市大学）、妹尾理子（香川大学）、
　　　　　田中稲子（横浜国立大学）、谷口新（大妻女子大学）
　　　　　：８名
■資料：１－０
地球環境時代における教育小委員会　第１回　議事次第
　　　　１－１
地球環境時代における教育小委員会　第４回　議事録（案）
　　　　１－２
熱仕様の異なる等身大の家模型を用いた住環境教育プログラム
■議事：
１．議事録確認
　前回議事録案（資料１－１）は、承認された。
２．親子ワークショップ「冬に温かい家をつくる」
　宿谷委員と大森氏から標記（資料１－２）について実施報告があった。
　断熱性や蓄熱性の異なる３個の家模型（1,020W×1,510D×1,550H）を製作し、家内部において発熱およびそれを止めた後の温度変化の記録や、内部環境を体験する内容。予め温度変化を予想させ、実験結果に最も近い予想をした者に室内表面温度の測定をさせる特典を与えることにより、関心が持続するようになった。
３．涼房に関する住まい方支援
　高橋委員から標記について報告があった。

　環境省「学校エコ改修と環境教育」事業を実施した長野県の小学校において、教職員や児童の温熱環境に対する意識や行動（お湯取り、ストーブの稼働、間仕切り戸の開閉など）が変化する様子がみられた。手作りの日除けなど、周辺地域への波及効果も見られた。
４．次回開催日
　次回委員会は、８月６日（木）16:00～19:00に、建築会館会議室で行うことになった。

　話題提供は、バネとレーザーポインタを用いた「放射の概念」の教材、温度の想像と実態の関係、各委員が持ち寄った教材紹介について行う予定。
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